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新 印 刷 興 業

舘

報ほうもん

第
二
回
定
例
議
会
開
催
さ
る

昭
和
四
十
三
年
度
第
二
回
定

例
村
議

会

は
さ

る
三
月
二
十
一
日

か
ら
八
日
間

の
日
程
で
開

か
れ
村
政
経
過
報
告
、
議

案
説
明
、
一
般
質
問
、
監
査
報
告
の
あ

と
議
案
審
議
に
入
り

。
昭
和
四
十
二
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
昭
和
四

十
三

年
度
当
初
予
算
等
二
十
四
議
案
を
何
れ

も
原
案
通
り
可
決
し
二
十
八
日
閉
会
し

た
。提
案
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

議
案
第
十
号
、
昭
和
四
十
二
年
度
蓬
田

村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

六
号
）

追
加

補
正
予
算
額
、

二

八
〇
七
千
円

歳
入
歳
出
予
算
総
額
、
九
四
、
四
〇
三

千
円
議
案
第
十
一
号
、
昭
和
四

十
二

年
度
蓬

田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）

事
業
勘
定
追
加
補
正

予
算
額
三

、
五
八

八
千
円

、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
、
三
五

、

〇
二
六
千
円
・

直
診
勘
定

追
加
補
正
予
算
額
二

、
〇
〇

〇

千
円

、
歳
入

歳
出
予

算
総
額
、
一

八
、

五
四
八
千
円

。

議
案
第
十
二
号

、
蓬
田
村

議
会
議
員
報

酬
及

び
費
用
弁

償
額
等

に
関
す
る
支

給
条

例
の
一
部
改
正
条

例
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号

、
蓬
田
村
特
別

職
の
職

員
の
旅
費
に
関
す

る
条

例
の
一
部

を

改
正
す

る
条

例
に

つ
い
て

議
案
第
十
四
号
、
教
育
長

の
給

与
、
勤

務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に

関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条

例
に

つ
い
て

議
案
第
十
五
号
、
蓬
田
村
職
員
等

の
旅

費
支

給
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条

例
に
つ
い
て

議
案

第
十
六
号
、
蓬
田
村
農
業
委
員
会

委

員
の
報
酬
及

び
費
用

弁
償
支
給
条

例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
議
案
第
十
七
号

、
蓬
田

村
消
防
団
条
例

を
改
正
す

る
条

例
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号

、
特
別

職
の
職
員
で
非

常
勤

の
も

の
の
報
酬
及

び
費
用
弁

償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
十
九
号
、
昭
和
四
十
三
年
度
蓬

田
村
一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
額
、
九
七
、
七
六
五
千

円
。
本
年
度
事
業
と
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー
エ

事
請
負
費
並
に
備
品
購
入
費
と
し
て
、

九
、
四
一
三
千
円
を
予
算
計
上
し
た
。

議
案
第
二
十
号
、
昭
和
四
十
三
年
度
蓬

田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
額
三
六
、
四

五
六
千
円
、
直
診
勘
定
歳
入
歳
出
予
算

額
一
六
、
四
七
七
千
円

議
案
第
二
十
一
号
、
青
森
県
市
町
村
税

滞
納
整
理
組
合
脱
退
に
つ
い
で

議
案
第
二
十
二
号
、
青
森
県
自
治
会
館

管
理
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
三
号
、
国
有
林
野
払
下
げ

に
つ
い
て

議
案
第
二
十
四
号
、
行
政
連
絡
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
一

部
改
正
条
例
に
つ
い
て

歳　 出

款 本年度
予算額

前年度
予算額

比　較

１　議　　　 会　　　 費

２　総　　　 務　　　 費

３　民　　　 生　　　 費

４　衛　　　 生　　　 費

５　労　　　 働　　　 費

６　農 林 水 産 業 費

了　商　　　 工　　　 費

８　土　　　 木　　　 費

９　消　　　 防　　　 費

10　教　　　 育　　　 費

12　公　　　 價　　　 費

誹　予　　　 倚　　　費

歳　 出　合　計

5- 772

25. 706

9-074

3.200

07

8-652

473

9.488

3. 128

27- 595

3-638

862

97.765

4.872

21.845

8. 603

4. 118

01

7.052

291

4. 129

2. 447

15- 331

3.514

844

73.217

90〔〕

3- 861

471

△　918

6

1.600

182

5. 359

681

12-264

124

18

24. 548
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寇　入 43年度一般会計予算 (単位千円)

款 本年度
予算額

前年度
予算額

比　較

１　村　　　　　　　 税

２　地　方　交　付　 税

３　分担金及び 負 担 金

４　使用料及び 手 数 料

５　国　 庫　支　 出　金

６　県　 支　 出　 金

了　財　 産　 収　 入

８　寄　　　 附　　　 金

９　繰　　　 越　　　金

10　諸　　　 収　　　 入

11　村　　　　　　　 債

歳　入　合　計

16-497

56.500

1.755

826

8 °713

4.123

10

1.524

4.500

3口

3.000

97.765

14-699

46.000

1.370

引8

4.157

1.737

10

0

3.500

326

.700

73-217

1-798

10.500

385

108

4.556

2. 386

0

1.524

1.000

△　　9

2.300

24.548

ワ
ア
イ
ー
忙

し
ジ
ヤ
、
も
し
れ

ジ
ヤ
ア

軒

で
雀
が

巣
く

ず
を
く
わ
い

。

つ
く
し

の
坊

や
が
目

を
覚
す

。

河
原

の
土
手

の
ふ
き
の
と
う

花
粉
を
散
ら
し
て
柳

の
ネ
コ
チ
コ
む

せ
ぶ
よ
う
。

ワ
ア
イ
ー
忙
が
し

じ
ゃ
忙

が
し

じ
ゃ

オ
ッ

チ
ヤ
も

ア
ツ
チ
ヤ
も

オ
ド
に
オ

ガ
、

早

く
な
わ
引
け

ビ
ュ
ー
ル
張

る
ジ
ヤ

そ
こ

に
鍬
あ

る
ノ

メ
ク
ル
な
。

三
十
五
日

の
箱
入

り
娘

水
田

に
（

ル
日

待
ち
遠

し

ワ
ア
イ
ー
も
し
れ

ジ
ヤ
忙
し

ジ
ヤ

三
万
石

の
夢
の
せ
て
。

（
一

九
六
八
、
四

、
一
三
）

豊
　
　

水

成　人　に　な　つ　た

伸びてゆく、育ってゆく、清らな眼、未来への輝き、大いなる人生へ、羽ばたく音

若き求道者、自由と平和の灯を胸に永遠に消やすことなく、

連
合
婦
人
会
総
会

引
続
き
婦
人
部
総
会

蓬
田
連

合
婦
人
会
、
四
十
三
年

度
定

期

総
会

を
去

る
三
月
二
十
九
日
、
蓬
中

に
お
い
て
開
催
し

、
四
十
二
年
度
収
支

決
算
、
四
十
三
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案

を
原
案

通
り
承
認
、
役
員
を
選
出
総

会

を
終
っ

た
。

婦
人
会

の
役
員
及

び
会
員
が
自
動
的

に
農
協
婦
人
部

役
員
、
会
員

に
な
っ
て

お
る
の
が
持
色
と
云
い

よ
う
。

新
　

役
　
員

会
　

長
　
　

坂
　

本
　

清
　

汪
（
再
）

副
　
　
　
　
　
武
　

井
　

き
　

の
　（

々
）

副
　
　
　
　

坂
　

本
　

と
　

こ
（
新
）

会
　

計
　
　

張
　

間
　

き
　

よ
（
再
）

副
　

ク
　
　

小
　

鹿
　

う

の
こ
（

々
）

○
先
搬
蓬
田
中
学
校
全
生
徒
を
対
象
に

し
て
、
各
家
庭
の
家
紋
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
次
の
様
な
結
果
が
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。

○
木
瓜
　
　
　
　
六
〇
万

○
隅
立
四
つ
目
　
二
〇
万

○
丸
に
蔓
柏
　
　
一
〇
万

〇
梅
鉢
　
　
　
　
　
七
万

○
そ
の
他
　
　
　
　
三
石

〇
以
上
の
通
り
蓬
田
村
内
に
は
木
瓜
頽

が
多
く
次
い
で
隅
立
四
つ
目
、
亢
に

蔓
柏
、
梅
鉢
と
か
其
の
他
い
ろ
い
ろ

珍
ら
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

家
紋
調
査
結
果
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去
る
三
月
十
三
、
十
四
日
の
二
日
間

雲
谷
青
年
の
家
に
て
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。講
師
と
し
て
県
社
教
課
佐
藤
圭
一
郎

東
青
教
育
事
務
所
西
沢
平
一
、
佐
藤
芳

男
県
社
教
指
導
員
野
倉
か
め
よ
氏
を
む

か
い
研
修
内
容
は
次
の
と
う
り
。

１
　
子
供
会
の
必
要
性
と
育
成
会
の
あ

り
方

２
　
子
供
会
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

３
　
楽
し
い
集
会
の
持
ち
方
、
歌
唱
指

導
４
　
子
供
会
育
成
の
具
体
策
に
つ
い
て

第
２
回
子
供
会

世
話
人
研
修
会

村

章

懸

賞

募

集

賞
　
金
　
八
　

千
　
円

明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
蓬
田
村
の
「
し
る
べ
」
村

章
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
、
老
い
も
若
い
も
奮
っ
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

△
設
定
の
考
い
方

家
に
は
そ
の
家
を
象
徴
す
る
家
紋
が
あ
り
ま
す
。
村
で
も
村
の
伝

統
を
誇
り
、
自
覚
を
う
な
が
し
、
よ
い
人
、
よ
き
村
を
つ
く
る
「
道

し
る
べ
」
と
し
て
、
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

△
募
集
要
項

①
　
平
和
の
象
徴
と
し
て
、
玉
松
精
神
を
あ
ら
わ
す
も
の

②
　
伸
び
ゆ
く
蓬
田
を
あ
ら
わ
す
も
の
、
色
彩
は
不
要
、
画
用
紙
八

ッ
切
り
、
裏
に
は
簡
単
な
図
案
説
明
、
住
所
氏
名
、
年
令
を
記
載

す
る
こ
と
。

／
切
り
期
日
　
　
五
月
末
日

宛
　
　
　
先
　
　
役
場
内
公
民
舘
事
務
局

注
　
版
権
は
公
民
舘
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

応
募
作
品
は
返
戻
し
な
い
。

賞
　
　
　
金

入
　
　
選
　
　
作
　
　
品

一
　
　
位
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

二
　
　
位
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

三
　
　
位
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

蓬
田
村
女
子
建
設
班

閉
講
式

昭
和
四
十
二
午
丁
二
月
二
十
五
日
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
た
。
建
設
班
も
去
る

三
月
三
十
日
閉
講
式
を
行
っ
た
。

来
賓
に
は
村
議
長
を
招
き
、
班
員
二

十
名
の
出
席
に
よ
り
建
設
班
教
室
に
お

い
て
行
っ
た
。

尚
、
こ
の
ほ
か
和
洋
裁
繝
物
の
受
講

生
に
は
計
四
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
新
年
度
は
十
二
月
一
日
よ
り
行
う

予
定
で
す
。

建
　
設
　
班
　
員

花
嫁
修
業
を
終
て

蓬
田
第
一
二

字
供

会
総
会芟

中
に
お
い
て

春
休

み
を
利
用
し
て
四
月
二
日
、
午

前

九
時
三
十
分
蓬
中
に

お
い
て
蓬
田
第

一

、
二
子
供
会
員
（
会
長
、
武
井
き
の
）

七
〇
名
出
席
し
て
合
同
総
会
を
開
い

た

来

ひ
ん
は
坂
本
村
長
、
森
教
育
長
、
清

水
老
人

ク
ラ

ブ
連
合
会
長
、
坂
本
中
学

校
教
頭

、
世
話
人
十
五
名
出
席
を
し

た

総
会

は
会
長

の
一
寸

の
助
言
だ
け
で
子

供

た
ち
は
自

主
的
に
運
営
し
そ
の
成
長

ぶ
り
に
来
ひ

ん
、
世
話
人

た
ち
を
驚

か

せ
総
会

を
終
っ

た
。

そ
の
後
引
続
き
、
教
育
委
員
会
山
舘

健

の
指
導
で

レ
ク
レ
シ
ョ
ソ
を
行
い
、

歌
唱
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ょ
い
子
た
ち

の
一
日

を
過
し

た
。
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豊

水

放

談
1
8

す
ず
め
談
議

△
「

雀
」
す
ず
め
科
の
小
鳥
、
お
し

ゃ

べ
り
、
す
ず

め
の
涙
、
国
語
辞
典
に

こ
う
あ

る
。

流
石

は
古
い
百
科
辞
典
、
益
鳥
、
農

作
物
、
森
林
の
害
虫
を
捕
食
す
る
益
鳥

云

々
と
あ

る
゜

秋
に
な

る
ま
で
は
益
鳥
の
本
分
を
つ

く
す
。
然
し
稔
り
の
秋
に
な
る
と
一
変

し
て
害
鳥

の
化
身
と
な
る
。
群
を
な
し

て
稲
田
に
お
り
一
瞬
の
う
ち
に
空
か
が

み

の
乳
穂
を
白
く
す
る
。
将
に
百
姓
の

大
敵
と
な

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
雀
お
ど
し

を

か
け

る
も
始

め
は
効
果
が
あ
る
が
、

二
、
三
日
す
る
と
平
気
の
平
左
、
光
線

を
利
用
す

る
テ

ー
プ
を
張
り

め
ぐ
ら
し

て
も

、
パ
ー
テ

ー
の
装
飾
と
で
も
思
っ

て

か
、
お

ど
し

の
ド
ソ
を
鳴
ら
し
て
も

な

ん
か
の
リ

ズ
ム
か
の
如
く
舞
い
踊
っ

て

お
る
さ

ま
は
実
に
小
憎
い
。
か
す
み

絅
で
も
張
り
一
網
打
尽
に
し
て
雀
焼
と

シ
ャ

ン
込
む

か
と
も
思
う
が
、
狩
猟
法

違
反

、
仕

末
に
困

る
。

△
現
代
百
科
辞
典

は
緇
く
分
析
し
て

い
る
。

一
年

を
通

じ
て

の
食
物

の
量
的
割
合

は
、
コ

メ
、
ム
ギ
、

ア
ワ
、

ヒ

Ｉ
な
ど

の
農
作
物
三

八
・
四
彫
、
野
草

の
種
子

四

六
・

六
万

、
昆
虫
八
・
五
万
、
そ

の

他
六
・
五
万
で
あ

る
。
こ

の
結
果

か
ら

み
る
と
す
ず
め
の
益
性
と
害
性

は
半

々

で
あ

る
と

い
え

る
が

、
八

、
九
月
頃
巣

立
っ

た
ば
か
り

の
す

ず
め
の
群

が
乳
熟

期
の
早
稲
を
あ
ら
し
た
り
、
早
春
に
野

菜
類
の
新
芽
を
つ
つ
い

た
り
す

る
ほ
か

は
っ
き
り
確
認
す

る
こ
と

の
で
き

な
い

害
も
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
の
で

、
適
当

な
時
期

に
駆
除
す

る
こ
と

が
必
要
で
あ

る
。
（

池
田
真

次
郎
）
と
記

さ
れ
て

い

る
。
一
年

の
朧
荒

す
量

が
書
い
て

い
な

い

の
で
、
三
八
・
四
彫

の
実
質
量

が
判

ら
な
い

の
が

ミ
ソ

。

△
私

た
ち

の
イ

メ
ー
ジ
と

し
で
残
る

も

の
は
な
ん
と
し
て
も
「
舌
切

り
す
ず

め
」
す

ず
め
の
お
宿
で
あ

る
。
の
り
を

盗
み
吮
い
し

た
す

ず
め
が
惡
い

が
舌

ま

で
切
ら

ん
で

も
い
え

じ
や
な
い

か
、
あ

ま
り

に
酷
刑

処
分
で
あ

る
。
罪

を
憎
ん

で
人
を
憎
ま

ず
の
温
情

作
家
の
童

話
ら

し
い
。
と
に

か
く

害
を
与
え

る
こ
と

は

事
実
で

、
現
代

の
世
相

か
ら
し

て
許
る

し
お
け
な
い

シ
ロ
物
で
あ

る
と

愚
考
す

る
。よ
っ
て
捕

か
く
火
あ

ぶ
り
の
刑
に
処

す

べ
き
で
あ

る
と

の
論
客

も
い
る
。

ゲ
テ
物
喰
い

だ
か
ら
と

お
っ

し
や
る

方
も
あ

る
か
も
知

れ
ん
が
、
ゲ
テ
グ
ル

ー
プ
の
者

な
ら
無
条
件
讃

成
、
火

あ
ぶ

り
刑
法

を
成

立
さ
す
こ
と

は
差
程
困
難

と

は
思
え

な
い
。

△
「
私

、
備
前

の
岡
山
育
ち
」
唄

の

文

句
に
引

か
れ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、

私

は
か
つ
て

岡
山

に
半
日

近
く
ぶ
ら
つ

い

た
こ
と
が

あ
る
。

夕
近

く
一

杯
や
に
入
っ

た
ら
す
こ
ぶ

る
よ
い

に
お
い
に
鼻
を
つ
く
、
威
勢
の

よ
い
若

い
衆
が
向
う
は
ち
巻
で

小
鳥
を

焼

い
て

い
た
。

ネ

タ
を
き

く
と
す
ず
め
と
答
え
た
。

極

め
て

珍
ら
し
い
値
段
も
き
か
ず
一
杯

の
み
な
が
ら

肴
に
は
も
っ

て
こ
は
だ
、

ど
う
し
て

手
に
入
る
の
か
き
く
と
附

近

の
長
家
で
許
可

を
得
て

カ
ス
ミ
網
で

捕

え
街

に
出

し
都
人
士
の
え
さ
に
し
て
い

る
こ
と
が
判
っ
た
。
農
作
物
被
害
に
よ

る
駆

除
し
て
お
る
ら

し
い

。
そ

の
頃

の

青
森
は
な
ん
の
こ
と

も
な
く
石
油

カ
ソ

な
ど
だ
た
い
て

、
原

始
的
す

ず
め
追
い

し
て
い
る
に
過

ぎ
な
か
っ

た
。
そ

の
施

策
の
違
い
が
情
け

な
く

思
っ

た
勘
定

す

る
と
二

十
五
羽

喰
っ
て

お
る
と

か
、
五

〇
〇

円
な
に
が
し
、
そ

の
内
焼
酎
三
杯

が
含
ん
で

あ
る
。
安
い
、
勿

論
昭
和
二

十
三

年
だ
か
ら
。

△

昨
年
の
秋
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
で
三

重
県
で
す
ず
め
の
駆

除
の
さ
ま
を
送
っ

た
。竹
や
ぶ
に
一

夜
の
宿
を
と

り
安
眠
し

て
お
る
と
こ
ろ
に
奇
襲
作
戦

に
出

る
、

下

に
網
を
敷
き
村
中

総
出
動
手

に
手

に

棒
切
れ
を
も
ち
、
竹
や
ぶ
に
入

り
一
勢

に
棒
切
れ
で
竹
の
幹

を
た
た
き
竹

の
二

階
に
お
る
す
ず
め
族
を
ふ
り
落
し
下

敷

の
網
で

か
ら
め
擂
る
作
戦
で
あ
っ

た
。

将

に
一
網
打
尽
の
図
だ
。
そ
の
な
き
が

ら
を
ど
う
す
る
の
か
心
配

し
た
一

人
で

あ

る
。
そ
の
後
、
私
用
で
三

重
の
田
園

都
市

と
云

れ
る
鈴
鹿
市
に
行
き
、
竹

や
ぶ
を

み
て
こ
の
辺
で
も
す
ず
め
の
駆
除
し

た

と
こ
ろ
か
と
思
っ

た
の
か
、
心
な
す
か

す
ず
め
の
姿
が
う
す
い

よ
う

な
気

が
し

た
。
帰
り
名
古
屋
で
時
間

か
お
り

、
近

鉄
地
下

街
の
小
鳥
や
に
入
っ

た
ら

す
ず

め
焼
が
出

て
い
た
。
ど
こ
産

か
と
き
く

彑

二
重
だ
と
云

う
。
ふ
と
あ

の
と
き

の

状
況
が
頭

に
浮

び
、
な
き
鳥

の
処
置
が

明
か
に
な
っ
た
。
一
串

に
二
羽
剌
し
て

一
五
〇
円
、
岡
山
の
頃

と
あ

ま
り

の
ひ

ら
き
に
、
今
更
乍
ら

物
価

上

昇

に

対

し
、
佐
藤
総
理
に
小

さ
な
憤

マ
ソ
を
覚

え
た
。

△

近
頃
外
野

が
う
る
さ
い

。
す

ず
め

が
騷
ぐ
と
酒
落
れ
る
声

を
き

く
あ

。
う

で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
、
な
ん

の
益
に
な
る
も
の
で
な
し
、

つ
ま
ら
ん

こ
と
を
お
し
ゃ

べ
り
し

楽
し

ん
で
い

る

す
ず
め
族
が
増
え
た
ら
し
い
。
余
程
の

瑕
人
と
み
え
る
。
経
済
の
豊
さ
を
物
語

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「

南
無
釈
迦
じ
ゃ
娑

婆
じ
ゃ

地
獄
じ

ゃ

苦
じ
ゃ

楽
じ
ゃ

ど
う
じ
ゃ

こ
ら
じ
ゃ

と
い
う
が
愚
じ
ゃ

」
。

一

休
の
道
歌
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が

よ
く
味
合
い
た
い
も
の
だ
。

国
会
の
最

中
、
今
の
日

本
は
、
親
鸞

の
他
力
本
願
で
は
駄
目
だ
。
自
力
本
願

云

々
と
発

言
し
、
東
、
西
本
願
寺
の
門

徒
の
怒
り
を
か
い
、
五
大
新
聞
に
謝
罪

せ
、
更
に
使
者
を
立
て
謝
罪
文
を
届
さ

け
て
、
や
っ
と
ヶ
リ
つ
け
た
大
臣
も
あ

る
。同
時
に
こ
ん
な
バ

カ
な
憲
法
か
お
る

か
ら
日
本
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
か

現
行
憲
法
を
自
ら
守
る
一
国
の
大
臣

が

自
ら
否
定
す
る
と
は
何
事
ぞ
、
国
民

を

バ

カ
に
す
る
も
甚
だ
し
い
と
一

大
攻
勢

に
速
い
十
七
日
間
も
国
会
を
空
白
に
し

国
民
不
在
の
国
会
と
強
い
批
判
に
開
眼

し
た
の
か
。

悟
り
を
開
い
た
の
か
、
矢
折
れ
、
力

っ
き
た
か
っ
こ
う
で
結
腹
切
っ
て
こ
れ

も
チ
ョ
ソ
。
そ
れ
で
も
記
者
会
見
で
。

「
俺
の
信
念

に
は
変
り
な
い
」
。
と
居

直
っ
た
。
引
か
れ
者
の
小
唄
か
、
解
っ

て
、
解
ら
な
い
よ
う
な
言
は
お
も
し
ろ

い
。
す
ず
め
が
原
因
な
ら
、
鈴

ケ
森
の

白
井
権
八
の

セ
リ

フ
で
な
い
が
、
「

鳥

も
鳴
か
ず
ば
う
た
る
ま
じ
」
。
の
図
だ

す
ず

め
百
ま
で
味
大
事

に
、

ク
ワ
バ
ラ

ク
て
（

ラ
　
（

一
九
六
八
、
三
、
三
）

桜

の
敵

テ

ン

グ

ス

病
退

治

桜
の
敵

は
な

ん
と
し
て
も
テ
ソ

ダ
ス
病
で
あ

る
。

桜

テ
ン
グ
ス
病
と

は
人
間

に
た
と
い

る
と

ガ
ソ
の
よ
う
な
も
の
で
、

そ

の
ま
ｉ
ほ
っ
て
お
く
と
っ
ば
み
を

つ
け

る
こ
と
な
く
最
後

は
枯
れ
死
ぬ
こ
と
に
な

る
。

病
状

は
桜

の
枝

に
若
芽
が

一
か
た
ま
り
に
繁
茂
し
成
長
を
止

め

花
芽
の
造
成
な
く

花

の
咲

か
な
い
桜

に
な

っ
て
枯
れ
死

し
で
し

ま
う
。
　
（
現
代
百
科
辞
典
）
そ

の
病
菌

は
ど
ん
な
性
質

の

も
の
か
ど
う
し
て
発
生
す

る
か
別
の
次
に
ゆ
づ

る
と
し
て
、

先

づ
こ

の
病
原

を

除
し
こ
と
に
ょ
っ
て
桜

の
生
命
を
保
つ
こ
と
に
な

る
。

こ

の
辺

の
桜

の
名
勝
？

と

云

れ

て
お
る

傘
松
観
音
、

旧
中
沢
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
周
囲

の
桜

は
近
年

テ

ン

グ
ス
が
大
発

生
し
、

こ

の
ま
入
放
置
し
て

お
く
と
懐
滅
状
態

に
な
る
こ
と

必

然
で
あ
る
と
判
断

、
中
沢
部
落
　（

長
、
坂
本

増
吉
）
　で

は
部
落
委
員
総
出
し
動

て
テ
ン
グ
ス
退
治
出
陣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
一
日

が
か
り
で
病

気
の
枝

は
切

り
落

さ
れ
新
ら
し
い

よ
そ

ほ
い
を
し

雪
と
け

て
を
待
っ
て

四

月
の
末
次
美
し
い

花
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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